
香り立つ気品、喜び、悲しみ、そして祈りの音色…
名人松永正行調律によるスタインウェイの独特な音色と響きは、名器ストラディヴアリウスの艶やかさと輝きに

よリー層の彩りを添える。スペシャルゲスト徳永二男とのフランクは聴き逃せない |

スペシャルゲスト:徊影ヒ三製男
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“杉谷さんは心で歌うピアニストです"
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3つの間奏曲集より第2番変口短調Op。 117-2
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ヴァイオリンソナタ イ長調
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主催 :杉谷昭子ファンクラブ il■ 伊豆
後援 :ドイツ連邦共和国大使館、公益財団法人日独協会、杉谷昭子全国後援会
ヨーロッパ・ピアノ協会、一般社団法人全日本ビアノ指導者協会(日NA)
伊豆新聞本社、東海自動車(株 )

協力 :ミ オ・コンサーツ

◆チケット取り扱い

朝日ホールチケットセンタ■03‐3267,9990
ミオ・コンサーツ03‐36ol…9513
Confettiωンフェテイ)
httpノ/confetJ― web.corn
0■20フИOづFO通話料無料(受付時間平日10:00～ 18:00)
サガミヤ書店全店 0557‐ 37‐ 6ゥ 67・デュオカウンター0557‐ 38‐o146
文泉堂書店 0557・ 37‐2970

2017年 9月 22日 (金 )
18:30尉]7寅  釜護,言織妻定年4,500円

Hamarikyu Asallli Hall,Tokb― o
地下鉄都営大江戸線・築地市場駅A2出「朝日新聞社奥。浜離宮朝日ホール」
TEL03 3601 9513 ※未就学児のご入場は、ご遠慮ください。

● 獅錮

◆お問合せ1杉谷昭子ファンクラブin伊豆事務局0557‐ 37‐4599(石井)・ 08o‐ 5■ 67二3592(齊藤)
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ゲス ト出演

ヴァイオリン:徳永 二男

人気、実力ともに日本を代表する演奏家。

ヴァイオリニストの父茂および鷲見三郎氏に師事。桐朋学園にて、齋藤

秀雄氏に師事。1966年、当時日本楽壇史上最年少のコンサートマスター

として東京交響楽団に入団。1968年、文化庁在外派遣研修生としてベ

ルリンヘ留学、ミシェル・シュヴアルベ氏に師事。

1976年、N郎交響楽団のコンサートマスターに就任。その後首席第一コン

サートマスターを経て、ソロ。コンサートマスターの重責を担い、長年NHK

交響楽団の
‖
顔
]と
して抜群の知名度と人気を誇る。

NHK交響楽団在籍時代よリヨーロッパ、アメリカ各地から招かれ、とりわ

け、ケルンでの現代音楽祭、ベルリンの日独セシダー柿落とし公演での、ヴォル
フガング・サヴアリッシュ氏との室内楽コンサート、ニューヨークのカーネギーホールでの室内

楽コンサートに出演して絶賛を博した。

19944にN岐 響楽団を退団し、ソロ、室内楽に専念。
1992年より鎌倉芸術館ゾリステンを主宰し、1995年から2013年までЛアートホール室内楽シリ

ーズの音楽監督を、1996年からは宮崎国際音楽祭の総合プロデューサーを経て2011年からは音

楽監督を務めるなど、日本音楽界の中心的立場を確固たるものとしている。

ソリストとしても、モントリオール交響楽団やイギリス室内管弦楽団など、国内外の主要オ

ーケストラからたびたび招かれている。

2008年からは、「徳永二男の挑戦」と題したリサイタル・シリーズを行う一方で、 トーク・
コンサート、タンゴ・コンサートなど、幅広い演奏会を全国で行つている。

さらに、近年は指揮活動もスタートさせており、東京フィル、広島響、宮崎国際音楽祭管弦

楽団などと共演している。

2015年は、ティボール・ヴアルガ・シオン国際ヴァイオリンコンクールの審査員を務めた。

2016年には、楽壇生活50周年を迎え、サントリーホールにおける広上淳一指揮NH鮫響楽団
との協奏曲の夕べなど、多くの記念公演を行う。

CDは、ブラームスのヴアイオリン・ソナタ全氣 ベートーヴェンのヴアイオリン・ソナタ全集や、

ノ`ガニーニのカプリースなどがリリースされている。

桐朋学園大学特任教授、洗足学園大学客員教授。

矢田映子、井口秋子に師事。東京芸術大学卒業後、ケルン音大大学院の

演奏家国家試験を最優秀で合格、卒業。数々の国際コンクールに上位入

賞。ゲルバー、ワイセンベルク、アラウに師事。37年間にわたるドイツ滞在

の間、世界の著名なオーケストラとの共演や、ベルリン・フィルやウィーン・

フィルのトップメンバーから成る弦楽四重奏団等と歴史的な名ホール

で定期演奏会等に登場。

ディスコグラフィーも多く、女流で世界初の「ブラームス:ピアノ独奏曲

全集Jや「ベートーヴェン:ピアノ協奏曲全集」をベルリン交響楽団とベル

リンにて録音。オランダのレーベルでリリース。近年では「ベートーヴェン :

ピアノソナタ全集」を完成させると共に演奏活動40周年を迎え、これを記念に

「ベートーヴェン:ディアベリ変奏曲」と「シューベルト:ピア//五重奏曲《鱒》」をリリース。多くが

『レコード芸術』誌で「特選」となる。

1994年よリドイツでの「クララ。シューマン国際ピアノコンクール」の審査を通じてマルタ。アル

ゲリッチと親交が深まり多大の影響を受けている。2010年「ヨーロッパ国際ピア//コ ンクール in

」apan」を創設。

長きにわたり、ドイツを拠点としてヨーロッパで活躍。特にドイツものの演奏については他の

追随を許さない。ベートーヴエン、ツエルニー、リスト、クラウゼ、アラウそして杉谷と、ベートー

ヴェン直系のピアニストとして、ドイツのピアノ音楽の神髄を今に継承する貴重なピアニストで

ある。            .
また、20世紀を代表する巨匠の一人、クラウディオ・アラウ最後の弟子としても国内はもとよ

り国際的にも高く評価されている。

2012年 11月 27日東京文化会館小ホールに於いての、永年ウィーン・フィルのコンサートマスタ

■を務めたウエルナー・ヒンクとのデュオの夕べは、多くの観衆に感銘を与えた。

=務

ピアノ:杉谷 昭子


